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はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに

本書では『信乃助EX Lite Ver.4.6/4.5』を『信乃助EX Lite』と表記いたします。
『信乃助EX Lite』は、｢FAX通信｣、｢文書管理｣、｢顧客管理｣を統合処理することにより、各種通信業務の能率化を
追及した通信ソフトです。

なお、当社のソフトはお客様のご意見・ご要望を承りながら、使いやすさと高い実務性を追求してまいりますの
で、よろしくお引立ての程お願いいたします｡

ごごごごご          注注注注注          意意意意意

(1)『信乃助』シリーズの著作権は、コムユース株式会社が有し、日本国著作権法によって保護されています。
(2)本マニュアルおよびプログラムの内容の一部または全部を、コムユース株式会社に無断で複写することは、プ
   ログラムのバックアップの場合を除き、著作権等の権利侵害になる場合がありますのでご注意ください。
(3)本マニュアルおよびプログラムの内容は、製品の技術的改良により、予告なしに変更されることがあります。
(4)本マニュアルおよびプログラムの内容は、万全を期して作成しておりますが、万一間違っている点、お分か
   りになりにくい点がございましたら、巻末のサポートセンタまでご連絡くださいますよう、お願いいたしま
   す。

(5)本プログラムを使用したことによる不具合については、弊社では責任を負いかねますのでご了承ください。

   Copyright c 2005-2007 by COMUSE CO., LTD. All rights reserved

＊ Microsoft(R)とそのロゴ、およびWindows(R)、Windows Vista(TM)は、米国Microsoft
  Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
＊Windows(R) XP（日本語版）はMicrosoft(R) Windows(R) XP operating system 日本語
  版の略です。
  Windows(R) 2000 （日本語版）はMicrosoft(R) Windows(R) 2000 operating system
  日本語版の略です。
  Windows Vista(TM)（日本語版）はMicrosoft(R) Windows Vista(TM) Home Basic
  operating system 日本語版、Microsoft(R)
  Windows Vista(TM) Home Premium operating system 日本語版、Microsoft(R) Windows
  Vista(TM) Business operating syste 日本語版、Microsoft(R) Windows Vista(TM)
  Ultimate operating system 日本語版およMicrosoft(R)WindowsVista(TM)Enterprise
  operating system 日本語版の略です。
＊『信乃助 EX Lite』はコムユース株式会社の登録商標です。その他、本書に記載されている会社名や
  製品名は、一般的に各社の商標や登録商標です。
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ネットワークFAX機とは、コピー・ファクシミリ・プリンタ等を複合的に兼ね備えた装置で、ネットワー
クに対応しているものの総称です。本ソフトが提供する機能を利用可能なネットワークFAX機は、RFC(*)
に準拠したインターネットFAX機能を有するものである必要があります。

以下、『信乃助EX Lite』及び『信乃助Fax通信』を『信乃助』、画面上のFAX機はネットワークFAX機と
表記します。

用語説明用語説明用語説明用語説明用語説明

動作環境動作環境動作環境動作環境動作環境
『信乃助』は、次のハードウェア、ソフトウェアの上で動作します。
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*RFC とは…インターネットに関する技術情報や仕様、運用規則などの規定のことをいいます。

　　項　　目　　
　　　　　

　パソコン本体

　CPU

　メモリ

　HD容量

　対応OS

　動作環境

　　　　　　　　　　説　　　　明

OSの要求するマシンスペック

133MHz以上 ※

32MB（推奨64MB）以上 ※

50MB以上（文書管理を行うには、大容量が望ましい）

日本語Microsoft Windows 2000(Server／ Professional／ Advanced Server)
日本語Microsoft Windows XP(HOME Edition ／ Professional)

日本語 Microsoft Windows Vista
(Home Basic/Home Premium/Business/Ultimate/Enterprise)

ネットワーク FAX 機またはメールサーバが利用できる
ネットワーク環境が必要です。

※OSの推奨環境がこれより高い場合はそちらに従います
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『信乃助EX Lite』は単にFAX業務の効率化だけではなく、FAX業務を中心とした周辺業務の効率化、ペーパー
レス化の追及を配慮した本格的なソフトです。
｢FAX通信｣、｢文書管理｣、｢顧客管理｣など多彩な機能を統合処理できる設計は他に類を見ない便利さを発揮します。

1 . 11 . 11 . 11 . 11 . 1 　　　　　『『『『『信信信信信乃乃乃乃乃助助助助助』』』』』の概要の概要の概要の概要の概要

第第第第第 11111 章章章章章　　　　　『『『『『信信信信信乃乃乃乃乃助助助助助』』』』』の概要の概要の概要の概要の概要
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1 . 31 . 31 . 31 . 31 . 3 　　　　　『『『『『信信信信信乃乃乃乃乃助助助助助』』』』』の流れ図の流れ図の流れ図の流れ図の流れ図

1. 3 . 11 . 3 . 11 . 3 . 11 . 3 . 11 . 3 . 1　全体の流れ　全体の流れ　全体の流れ　全体の流れ　全体の流れ

Windows　　 信乃助

初期設定

送信状

電話帳

　 DB

表示
印刷

送　信

印　刷

データベースの
はき出し/取り込み

アプリケーションの文書を、印刷イメージで自動取り込み

送信状　    　電話帳

アプリケーション　　          送　信　   　      　ネットワークFAX機

印刷指示

文書箱
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1 . 3 . 21 . 3 . 21 . 3 . 21 . 3 . 21 . 3 . 2　送受信の流れ　送受信の流れ　送受信の流れ　送受信の流れ　送受信の流れ

データベース

アプリケーション

電 話 帳

　送 信 状 送　信

文書表示
文書印刷
リスト印刷
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送信待ち箱

不 達 箱

送信済み箱

ごみ箱

シュレッダ



2 . 22 . 22 . 22 . 22 . 2 　　　　　『『『『『信信信信信乃乃乃乃乃助助助助助』』』』』の終了の終了の終了の終了の終了

1.[スタート]ボタンをクリックして、「プログラ
ム(P)」の『信乃助EX Lite』を選びます。

2.『信乃助Fax通信(EX Lite版)』をクリックす
ると、メイン画面が表示されます。

2 . 12 . 12 . 12 . 12 . 1 　　　　　『『『『『信信信信信乃乃乃乃乃助助助助助』』』』』の起動の起動の起動の起動の起動

『信乃助Fax通信』のメイン画面から「文書箱(F)」
メニューの「終了(X)」または、画面右上の[×]ボ
タンをクリックします。
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2 . 42 . 42 . 42 . 42 . 4　ダイレクト　ダイレクト　ダイレクト　ダイレクト　ダイレクト F A XF A XF A XF A XF A X 結果通知受信部設結果通知受信部設結果通知受信部設結果通知受信部設結果通知受信部設

定の終了定の終了定の終了定の終了定の終了

1.[スタート]ボタンをクリックして、「プログラ
ム(P)」の『信乃助EX Lite』を選びます。

2.『ダイレクトFAX結果通知受信部設定』をクリッ
クすると、メイン画面が表示されます。

2 . 32 . 32 . 32 . 32 . 3　ダイレクト　ダイレクト　ダイレクト　ダイレクト　ダイレクト F A XF A XF A XF A XF A X 結果通知受信部設結果通知受信部設結果通知受信部設結果通知受信部設結果通知受信部設
定の起動定の起動定の起動定の起動定の起動

ダイレクトFAX結果通知受信部設定画面の[OK]ま
たは[キャンセル]ボタンをクリックします。

ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト FA XF A XF A XF A XF A X 結果通知受信部設定とは？結果通知受信部設定とは？結果通知受信部設定とは？結果通知受信部設定とは？結果通知受信部設定とは？
『信乃助』からインターネットFAX機に送信指示を
出した後の送信結果を確認するためのプログラム
です。
設定方法や使用方法については、P20 1.3「ダイ
レクトFAX結果通知受信部設定をしましょう」を
ご参照ください。
※本機能は、ダイレクトFAX結果通知機能に対応
したインターネットFAX機のみで使用できる機能
です。
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２．各項目へキーボードから直接入力、またはチェック
   をしてください。

１．メイン画面の「初期設定(I)」メニューの「送信設
   定(A)」をクリックすると、設定画面が表示されま
   す。

FAX及びE-Mail送信を始める前に、送信設定や文書箱管理を行います。送信設定は、必ずお使いの環境に合わ
せて設定してください。
ネットワークFAX機の設定は付属のマニュアルをご参照ください。

３．[OK]ボタンをクリックすると、設定した内容が登
   録されます。[キャンセル]ボタンをクリックすると
   設 定が中止されます。

データをメールまたはFAXで送信することがアプリケーションの切り替えなしで行えます。
FAXで送られるデータもメールとして送られるデータも同一のTIFF形式となる点が通常のメールソフトと異な
ります。メールでのデータはTIFF形式の添付ファイルとなります（FAXモデムで送信する場合は除きます）。
メールソフト上でこのファイルをダブルクリックすることで内容を確認することができます。またWindows付属
のイメージソフトで見ることができます。

補足…補足…補足…補足…補足…

1 . 11 . 11 . 11 . 11 . 1 　送信設定をしましょう　送信設定をしましょう　送信設定をしましょう　送信設定をしましょう　送信設定をしましょう

1 . 1 . 11 . 1 . 11 . 1 . 11 . 1 . 11 . 1 . 1　　　　　『『『『『信信信信信乃乃乃乃乃助助助助助』』』』』とネットワークとネットワークとネットワークとネットワークとネットワーク F A XF A XF A XF A XF A X 機の概要機の概要機の概要機の概要機の概要

Windows XP/ 2000 にてAdministrator（インストールを行った管理者）権限にてセットアップ・
初回起動後に Us e r 権限でログインし直し送信設定を行おうとすると、次の画面が表示されま
す。

ここで[はい(Y)]ボタンをクリックすると、Administrator（インストールを行った管理者）権
限時の設定を引き継がれた画面が表示されます。[いいえ(N)]ボタンをクリックすると、未設定
の画面が表示されます。
※但し、「信乃助のメールアドレス(From)」「送信画面表示時に電話帳を起動する」
「宛先が E-Mail のとき本文をつける」「通常使う送信状」「リトライ回数」「リトライ待ち時間」
については、設定は引き継がれません。各ユーザで設定をしてください。

Wondows Vista の場合
管理者権限でログインした場合と、ユーザ権限でログインした場合とで同じ設定を使用します。
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　第１章　初期設定をしましょう　第１章　初期設定をしましょう　第１章　初期設定をしましょう　第１章　初期設定をしましょう　第１章　初期設定をしましょう

補足…補足…補足…補足…補足…



1 . 1 . 21 . 1 . 21 . 1 . 21 . 1 . 21 . 1 . 2　　　　　『『『『『信信信信信乃乃乃乃乃助助助助助』』』』』とネットワークとネットワークとネットワークとネットワークとネットワーク F A XF A XF A XF A XF A X 機の流れ図機の流れ図機の流れ図機の流れ図機の流れ図

上記の動作が行えるデータの流れを説明します。その後、『信乃助』及びネットワークFAX機本体の設定、メー
ルサーバの設定を説明します。

＜データの流れ＞
①PCからメールサーバを経由してメールとしてデータを送ります。
②PCからメールサーバを経由してネットワークFAX機にデータを送ります。
　ネットワークFAX機からは通常のFAX機と同様に相手FAX機に送られます。
③PCからメールサーバを経由しないでネットワークFAX機へ直接データを送ります。
　・メールサーバが無いなど特殊な場合に使用します。
　・E-Mailアドレスにはメールとして送ることができません。

■設定例

■SMTPサーバアドレスの設定
　メールサーバにはSMTPサーバ（メールを送信するときに使用）とPOP3サーバ(メールを受ける
　ときに使用)があります。
　ご使用のSMTPサーバアドレス（目的の装置等を識別するため）を設定します。

 SMTPサーバアドレス

 信乃助のメールアドレス(From)
 FAX機のドメイン
 FAX機のIPアドレス
 SMTPサーバを経由しない

1･2項で使用する場合
192.168.100.1

support@po.comuse.co.jp
fax.comuse.co.jp

-
チックなし
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3項で使用する場合
-

support@po.comuse.co.jp
-

192.168.100.200
チェックする



■信乃助のメールアドレス(From)の設定
　通常は使用者のメールアドレスを設定します。これはメールを送信するとき発信者は誰かを特定するために使
用するものです。メールソフトでのFromに入る内容となります。
　ここで注意することがあります。本ソフトで送信したメールが相手先に届かない場合エラーメールが返送され
ますが、このメールは自分のメール（設定したメールアドレス）に返ってきます。
　エラーメールでTIFF形式のメールが返ってきたら本ソフトから送信したメールの可能性があると考えてくだ
さい。またメールサーバに正しく送れなかった場合は本ソフトの不達文書箱に入ります。

注注注注注     意…意…意…意…意…

■FAX機のドメインの設定
　ネットワークFAX機のドメインについては、ネットワークFAX機本体を設置する時に設定します。本作業はシ
ステム管理者のもとで行うことをお勧めします。

参照…参照…参照…参照…参照…

補足…補足…補足…補足…補足…

インターネットFAX機のドメイン名とDNSサーバへの登録について

ダイレクトファクス送信を行うために、ネットワークFAX機を電子メールサーバとしてDNSサーバに設定する必
要があります。
例)お使いの部門の電子メールのドメイン名が｢comuse.co.jp｣  ネットワーク FAX 機の IP アドレスが
「192.168.100.200」の場合「comuse.co.jp」の DNSサーバにfax.comuse.co.jp MX 192.168.100.200のよ
うにネットワークFAX機を登録することにより、「fax.comuse.co.jp」をドメイン名とする電子メールがネット
ワークFAX機へ配送されるようになります。この例の場合、ネットワークFAX機の「自装置ドメイン名」には
「fax.comuse.co.jp」を設定してください。

■FAX機のIPアドレスの設定
　ネットワークFAX機のIPアドレス（目的の装置等を識別するための番号です）を設定します。
　｢SMTPサーバを経由しない｣場合に必要な設定です。

■送信結果通知を行う
　ネットワークFAX機から送信先FAX機へと送信が成功したかどうかを通知します。

■SMTPサーバを経由しない
　FAX番号への送信をネットワークFAX機に直接行う場合にチェックします。

信乃助のメールアドレスは､ドメインまで含めてすべて入力してください｡ドメインが入力されていな
い場合､メールサーバによっては@以降にホスト名をつけてしまいメール受信側で返信できなくなる
ことがあります。

ネットワークFAX機本体の＜ユーティリティ＞[管理者保守]－[管理者保守2]－[ネットワーク設定]
－[基本設定]　で確認することもできます。

メールサーバのDNSについては、ネットワークFAX機本体を設置する時に設定します。本作業はシス
テム管理者のもとで行うことをお勧めします。
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■送信画面表示時に電話帳を起動する
　送信時、電話帳自動起動の有無を指定します。自動起動を行いたい場合、ここをチェックします。

■宛先がE-Mailのとき本文をつける
　E-Mailアドレスに送信する際に、「このメールには、画像データ(TIFF-F形式)が添付されています。Image　
data(TIFF-F　format)has　been　attached　to　the　e-mail.」という本文がつきます。
　
■通常使う送信状
　送信指示をかけた際に、ここで設定した送信状が使用されます。また、不達文書箱からの再送信、　簡易送信
をした文書を再送信する際は、その文書が使用した送信状が使用されます。

■リトライ回数
　送信がうまくいかなかったとき、再送信する回数を0～9回の間で設定します。0回に設定した場合、リトラ
イは行いません。

■リトライ待ち時間
　再送信する際の待ち時間を1～9分の間で設定します。

※リトライ待ち文書のリトライが終了次第、次の文書の送信が始まります。
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３．警告と警告数を設定してください。
　　警告の左にあるチェックボックスにチェックを入れてください。設定した文書数に達すると警告が表示され
    ます｡

４．送信済み文書の処理
　　送信済み文書を再利用する場合は、「送信済み文書を残す」のチェックボックスにチェックをいれてくださ
    い。

補足…補足…補足…補足…補足…

1 . 21 . 21 . 21 . 21 . 2 　文書管理箱を設定しましょう　文書管理箱を設定しましょう　文書管理箱を設定しましょう　文書管理箱を設定しましょう　文書管理箱を設定しましょう

文書管理箱の設定をすると、各文書箱の文書数を制限することができます。ごみ箱は、設定した文書数から１文
書でも増えると、古い文書から自動的に破棄されます。その他の文書箱は、設定した文書数から１文書でも増え
ると、古い文書から自動的に削除されます。

１.メイン画面の｢初期設定(I)｣メニューの｢文書箱
   管理(B)｣をクリックしてください。文書箱管理
   画面が表示されます｡

２.文書箱管理画面の各項目の文書管理数を設定し
   てください。

補足…補足…補足…補足…補足…

  文 書 箱
送信待ち文書数
不達文書数
送信済み文書数
ごみ箱文書数

　文 書 数
1 ～ 1500（可変)
1 ～ 999（可変)
1 ～ 999（可変)
1 ～ 999（可変）

警 告
有 無
有 無
有 無
有 無

警 告 数
1 ～ 1500
1 ～ 999
1 ～ 999
1 ～ 999

送信待ち文書箱の文書数の設定は、｢通常の送信｣と｢時刻指定送信｣共通の設定です。そのため送信待
ち文書箱では、合計数が分母に表示されます。
例)文書数を300件に設定した場合、0/600件と表示されます。

・｢削除｣と｢破棄｣の違い
文書の削除を実行するとごみ箱に管理されます。文書の破棄を実行すると、実際に破棄されてしまいま
す。
・同報送信などを行うときは、送信済み文書を残さないようにしてください。残す場合は、十分なハー
ドディスクの空き容量を確保してください。
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1 . 31 . 31 . 31 . 31 . 3 　ダイレクト　ダイレクト　ダイレクト　ダイレクト　ダイレクト F A XF A XF A XF A XF A X 結果通知受信部設定をしましょう結果通知受信部設定をしましょう結果通知受信部設定をしましょう結果通知受信部設定をしましょう結果通知受信部設定をしましょう

『信乃助』からインターネットFAX機への送信指示の結果が自動または手動で行えます。　　

１．ダイレクトFAX結果通知受信部設定を起動してくだ
   さい。

２．「通信」欄の「PCのIPアドレス(A)」「ポート番号(E)」
   にそれぞれご使用の環境を入力してください。
　 ※ここで「自動設定」にチェックを入れると、イン
   ストールしたマシンの情報が自動的に入力されます。

３．「通知」欄の「ウィンドウのポップアップで通知する
   (P)」を選択すると、結果がポップアップで通知され
   ます。「受信履歴をすべて消去する(D)」をクリック
   すると、受信履歴が削除されます。

４．[OK]ボタンをクリックすると設定が保存されます。[キャンセル]ボタンをクリックすると、設定されずに終了
   します。
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補足…補足…補足…補足…補足…本機能は、ダイレクトFAX結果通知機能に対応したインターネットFAX機のみで使用できる機能です。



登録されている送信状にメモを付けて、簡単な一
枚のFAXを送信することができます。簡易送信は
A4サイズのみの対応になります。

３．FAX番号欄に送信先のFAX番号を入力してく
   ださい（キーボードからの入力もできます）。

４．「送信先(T)」欄の必要な項目に入力してくだ
   さい。

５．「発信元(F)」欄の必要な項目に入力してくだ
   さい。
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○
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第第第第第 22222 章章章章章 FAX FAX FAX FAX FAX 送信を試しま送信を試しま送信を試しま送信を試しま送信を試しま

しょうしょうしょうしょうしょう

2. 1 . 12 . 1 . 12 . 1 . 12 . 1 . 12 . 1 . 1 　送信状に必要事項を記入します　送信状に必要事項を記入します　送信状に必要事項を記入します　送信状に必要事項を記入します　送信状に必要事項を記入します

2 . 12 . 12 . 12 . 12 . 1 　簡易送信をしましょう　簡易送信をしましょう　簡易送信をしましょう　簡易送信をしましょう　簡易送信をしましょう

１．メイン画面の[簡易送信]ボタン、または「オ
   プション(O)」メニューから「簡易送信(E)」
   をクリックしてください。簡易送信画面が表
   示されます。

２．「参照(B)」ボタンを押して送信状サンプル
   を選択してください。

補足…補足…補足…補足…補足…

補足…補足…補足…補足…補足…

ここで宛先にメールアドレスを入力する
と、TIFFファイルとして相手先に添付し
E-Mail送信することができます。

送信先や発信元を電話帳に登録してある
場合は、電話帳からFAXを送りたい送信
先や発信元を指定して簡易送信画面に自
動的に入力することができます。詳しく
は「P27　3.3　FAX送信の方法」をご参
照ください。また、初期設定の「送信設
定」-「その他」で「送信画面表示時に電
話帳を起動する」　にチェックをいれてお
くと、送信画面起動時に電話帳も起動さ
れます。
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２．入力が完了したら[OK]ボタンをクリックして
   ください。メモ欄は送信状の種類によって入
   力可能文字数が異なります。
　　（最大入力可能文字数：半角700字）

メモ欄を使用して、選択した送信状に簡単な文章
を記入することができます。

2.1.22.1.22.1.22.1.22.1.2　メモ欄に送信文を記入します　メモ欄に送信文を記入します　メモ欄に送信文を記入します　メモ欄に送信文を記入します　メモ欄に送信文を記入します

１．簡易送信画面の[メモ(M)]ボタンをクリック
   してください。メモ画面が表示されます。

３．[送信状プレビュー(V)]ボタンをクリックして
   ください。送信状レイアウトが表示されます。
   各ボタンを使用して文書を確認してください。

補足…補足…補足…補足…補足…

４．間違いのないことが確認できましたら、[戻る]
   ボタンをクリックしてください。簡易送信画
   面に戻ります。
   簡易送信画面の[送信]ボタンをクリックする
   と 、送信が開始されます。

2 . 22 . 22 . 22 . 22 . 2　　　　　F A XF A XF A XF A XF A X の送信に使う文書箱のはたらきをの送信に使う文書箱のはたらきをの送信に使う文書箱のはたらきをの送信に使う文書箱のはたらきをの送信に使う文書箱のはたらきを

知っておきましょう知っておきましょう知っておきましょう知っておきましょう知っておきましょう

文書箱は、送信する文書が保管されたり、古い文
書が一時的に移されたりする文書の入れ物です。
それぞれの箱には役割があり、お互いに連携しな
がらはたらいています。
文書箱には次の４種類があります。それぞれの文
書箱ボタンをクリックすると、文書箱に保管され
ている文書の一覧を表示することができます。

2.2.12.2.12.2.12.2.12.2.1　文書箱の種類と役割　文書箱の種類と役割　文書箱の種類と役割　文書箱の種類と役割　文書箱の種類と役割

　　　①送待（送信待ち文書箱）
送信を待っている送信先指定済み文書が一時的に
保管されます。最大1500個（「初期設定(I)]の「文
書箱管理(B)」で設定します）の文書を保管できま
す。

　　　②不達（不達文書箱）
送信に失敗した文書が自動的に保管されます。最
大999個（「初期設定(I)]の「文書箱管理(B)」で
設定します）の文書を保管できます。オーバーす
るときは、日付の古い文書からごみ箱に移動しま
す。

　　　③送済（送信済み文書箱）
送信済み文書が自動的に保管されます。最大999
個（「初期設定(I)]の「文書箱管理(B)」で設定し
ます）の文書を保管できます。オーバーするとき
は、日付の古い文書からごみ箱かシュレッダーに
移動します。

各種ボタンの説明については、「P48　6.2
各種ボタンの機能」をご参照ください。
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補足…補足…補足…補足…補足…
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　　　 ④ごみ箱
各文書箱から削除したときや、文書があふれたと
きに一時的に保管します。最大999個（「初期設定
(I)]の「文書箱管理(B)」で設定します）の文書
を保管できます。オーバーするときは、日付の古
い文書から破棄されます。

　　　 ⑤シュレッダ
文書箱の文書を破棄します。復元はできません。

簡易送信した文書はごみ箱へは移せませ
ん。削除する場合はシュレッダ（破棄）に
なります。
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2 . 2 . 22 . 2 . 22 . 2 . 22 . 2 . 22 . 2 . 2　文書一覧の構成　文書一覧の構成　文書一覧の構成　文書一覧の構成　文書一覧の構成

メイン画面に表示される文書一覧は下記の構成になっています。

＜フラグの意味＞
V : 該当する文書を文書表示したときにマークされます。
P : 該当する文書を印刷したときにマークされます。
T : 該当する文書を時刻指定送信したときにマークされます。
E : 該当する文書を簡易送信したときにマークされます。
N : 該当する文書を「文書を残さない」として、指定（「初期設定(I)」の「文書箱管理(B)」画面で設定）
   したときにマークされます。
M : 該当する文書をE-Mail送信したときにマークされます。

2 . 2 . 32 . 2 . 32 . 2 . 32 . 2 . 32 . 2 . 3　文書箱の操作一覧　文書箱の操作一覧　文書箱の操作一覧　文書箱の操作一覧　文書箱の操作一覧

箱の種類／機能
送信待ち文書箱
送信済み文書箱
（文書を残す）
ごみ箱

見出し
×
○

○

表 示
×
○

○

削 除
○
○

○

箱の種類／機能
不達文書箱
送信済み文書箱
（文書を残さない）
シュレッダ

見出し
○
×

×

表 示
○
×

×

削 除
○
○

×

○できます　　　　　　×できません
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　第　第　第　第　第 33333 章章章章章  FAX  FAX  FAX  FAX  FAX 送信をしましょう送信をしましょう送信をしましょう送信をしましょう送信をしましょう
3.13 . 13 . 13 . 13 . 1　　　　　FA XF A XF A XF A XF A X 送信の流れ送信の流れ送信の流れ送信の流れ送信の流れ

3. 23 . 23 . 23 . 23 . 2　　　　　FA XF A XF A XF A XF A X 送信の機能説明送信の機能説明送信の機能説明送信の機能説明送信の機能説明

メイン画面の[簡易送信]ボタンをクリックしてください。FAX簡易送信画面が表示されます。

送信が失敗したら再送信

正しく送信されたか確認

FAX番号（E-Mailアドレス）を入力し送信

『信乃助』の各文書箱から文書を選択し
[送信]ボタンをクリック

アプリケーションで文書を作成し
信乃助プリンタドライバで印刷を実行

[簡易送信]ボタンをクリック

補足…補足…補足…補足…補足…文書が選ばれていないと、[送信]ボタンをクリックすることはできません。
[送信]ボタンは、すでに文書箱にある文書を送信する場合に使用します。
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26

ボタン／メニュー

メールアドレス

FAX 番号

宛先リスト

見 出 し

送 信 状

電 話 帳

登 録

メ モ

送信状プレビュー

送 信

キャンセル

時刻指定

送信結果通知を
行う

                    説  　　　明

キーボードから直接入力します。

FAX 番号の入力は、0 ～ 9 のボタンをクリックするか、キーボードからの直
接入力で行います。電話帳から送信先を指定する場合は使用しません。ま
た、“P”を入力すると3 秒間のポーズが入ります。

同報指定した宛先のリストの確認および編集を行うことができます。

半角文字30 桁以内で見出しをつけることができます。

 　　　　 ボタンを押して送信状サンプルを選択します。

送信先または発信元の電話帳が表示されます。送信先、発信元欄の[電話帳]
ボタンをクリックします。

[登録]ボタンをクリックすると、登録画面が表示されます。必要項目を入力
し、画面の[OK]ボタンをクリックすると、電話帳への登録が完了します。

[メモ]ボタンをクリックすると、メモ画面が表示されます。簡単な文章（メ
モ）などを必要に応じて入力します。

送信状の内容を表示します。

送信を実行します。

処理を中断して、メイン画面に戻ります。

送信する時刻を設定します。

送信結果通知を設定します。
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3 . 33 . 33 . 33 . 33 . 3　　　　　FA XF A XF A XF A XF A X 送信の方法送信の方法送信の方法送信の方法送信の方法

FAX送信では、「簡易送信する」「アプリケーショ
ンから送信する」「各文書箱から送信する」「時間
を指定して送信する」「同報送信をする」の5通り
の送信方法があります。

3 . 3 . 13 . 3 . 13 . 3 . 13 . 3 . 13 . 3 . 1 　送信状だけで送る　送信状だけで送る　送信状だけで送る　送信状だけで送る　送信状だけで送る（（（（（簡簡簡簡簡易易易易易送送送送送信信信信信)))))

登録されている送信状にメモを付けて、簡単な一
枚のFAXを送信することができます。簡易送信は
A4サイズのみの対応です。
メイン画面の[簡易送信]ボタン、または「オプ
ション(O)」メニューの「簡易送信(E)」をクリッ
クすると、簡易送信画面が表示されます。この画
面に送信先のFAX番号など必要な項目を入力し、
[送信]ボタンをクリックすることで送信を開始し
ます（詳しい簡易送信の方法については「P21　
2.1　簡易送信をしましょう」をご参照ください）。

3 . 3 . 23 . 3 . 23 . 3 . 23 . 3 . 23 . 3 . 2　アプリケーションで作成した文　アプリケーションで作成した文　アプリケーションで作成した文　アプリケーションで作成した文　アプリケーションで作成した文
書を送信する書を送信する書を送信する書を送信する書を送信する

Windowsのアプリケーションで作成した文書を送
信します。メモ帳やMS-WORDなど、その他のアプ
リケーションの文書を送りたい場合にご使用くだ
さい。

１．アプリケーションで送信したい文書を作成し、
   アプリケーションの「ファイル(F)」メニュー
   の「印刷(P)」をクリックしてください。ア
   プリケーションの印刷画面が表示されます。

注意…注意…注意…注意…注意…印刷画面にプリンタ名の選択欄がない、
もしくは「印刷(P)」を実行するとすぐに
印刷が始まってしまうアプリケーション
の場合は、同じく「ファイル(F)」メ
ニューから「プリンタ設定」や　「ページ
設定」などを選択して、「信乃助 f o r
Windows」に設定してから印刷を実行し
てください。
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２．印刷画面の[プリンタ名」から「信乃助
   forWindows」をクリックしてください。他
   の項目も指定に間違いがないことを確認し、
   ［OK]ボタンをクリックしてください。

３．『信乃助Fax 通信』が自動的に起動し、
   FAX 送信画面が表示されます。

４．FAX送信画面の「宛先(N)」欄、「送信先(T)」
   欄、「発信元(F)」欄に入力していきます。送
   信するたびに直接入力することもできますが、
   後で繰り返し利用できるように、ここでは電
   話帳に登録しましょう。

・電話帳への登録
①直接入力済みの状態で、「送信先(T)」欄の
[登録(E)]ボタンをクリックします。「新規登
録」画面が表示されます。

②この「新規登録」画面には、送信画面に直
接入力していた情報がすでに入力されていま
す。ここで情報を付け足したりすることもで
きます。
[OK]ボタンをクリックすると、送信画面に戻
ります。情報が電話帳に登録されました。[電
話帳(D)]ボタンをクリックして、登録されて
いることをご確認ください。

補足…補足…補足…補足…補足…

補足…補足…補足…補足…補足…

５．アプリケーションで作成した文書に送信状を
   付けて送信したい場合は、「送信状(C)」
          ボタンを押して送信状サンプルを選
   択してください。[メモ(M)]ボタンをクリッ
   クすると、メモを入力することもできます。

｢発信元(F)」の情報も、同じ手順で登録
することができます。
電話帳の詳しい使用方法は「第4章 充実
した電話帳機能を活用しましょう」　をご
参照ください。

ここで宛先にメールアドレスを入力する
と、TIFFファイルとして相手先に添付し
E-Mail送信することができます。
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６．入力が完了したら[送信]ボタンをクリックし
   ます。このとき、送信画面の「プレビューす
   る(P)」にチェックをいれているとプレビュー
   画面が表示されます。「プレビューする(P)」
   にチェックが入っていない場合はそのまま送
   信処理に入ります。

プレビューした場合は、プレビュー画面の[送信]
ボタンをクリックすると、送信が開始されます。

補足…補足…補足…補足…補足…

3 . 3 . 33 . 3 . 33 . 3 . 33 . 3 . 33 . 3 . 3 　各文書箱から文書を送信する　各文書箱から文書を送信する　各文書箱から文書を送信する　各文書箱から文書を送信する　各文書箱から文書を送信する

『信乃助』の文書箱(送信済み文書箱、不達文書、ご
み箱)に入っている文書を指定して送信する方法
です。

１．メイン画面から送信したい文書のある文書箱
   をクリックしてください。文書一覧が表示さ
   れます。

２．送信したい文書をクリックしてください。ク
   リックした文書名が反転表示されます。

３．[送信]ボタンをクリックしてください。Fax送
   信画面が表示されます。

補足…補足…補足…補足…補足…

送信先や発信元を電話帳に登録してある
場合は、電話帳からFAXを送りたい送信
先や発信元を指定して簡易送信画面に自
動的に入力することができます。また、
初期設定の「送信設定」で「送信画面表
示時に電話帳を起動する」にチェックを
いれておくと、送信画面起動時に電話帳
も起動されます。

「初期設定(I)」の「送信設定(A)」で、「送
信画面表示時に電話帳を起動する」に
チェックをしておくと、電話帳も起動さ
れます。
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４．FAX送信画面の「送信先(T)」欄の「電話帳
   (D)」ボタンをクリックしてください（ここで
   直接情報を入力することもできます）。送信
   先の電話帳一覧が表示されます。

５．電話帳一覧から、FAXを送信したい送信先を
   クリックしてください。選択した送信先が反
   転表示されます。

６．　　　　　　　　　ボタンをクリックしてく
   ださい。「送信先(T)」欄に入力の 完了した
   FAX送信画面が表示されます。

補足…補足…補足…補足…補足…

７．「発信元(F)」欄の「電話帳(G)」ボタンを
   クリックして表示し、5～6項と同様の手順
   で「発信元(F)」欄に入力してください
   （ここで直接入力することもできます）。
   FAX送信画面の[キャンセル]ボタンで、送
   信を中断することができます。

８．各文書箱内の文書に送信状を付けて送信し
   たい場合は、「参照(B)」ボタンを押して送信
   状を選択してください。

９．[メモ(M)]ボタンをクリックするとメモ入力す
   ることができます。

１０．入力が完了したら、[プレビュー(V)]ボタン
   をクリックすると、送信する内容を確認する
   ことができます。

１１．[送信]ボタンをクリックすると、送信が始ま
   ります。[送信中止]ボタンをクリックすると、
   送信を中止します。

ここで宛先にメールアドレスを入力する
と、TIFFファイルとして相手先に添付
しE-Mail送信することができます。
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3 . 3 . 43 . 3 . 43 . 3 . 43 . 3 . 43 . 3 . 4　時間を指定して送る　時間を指定して送る　時間を指定して送る　時間を指定して送る　時間を指定して送る

あらかじめ送信を開始したい時間を指定して送信
することができます。

１．送信したい文書の送信画面を表示してくださ
   い。送信画面の「時刻指定(R)」のチェックボッ
   クスをクリックしてください。時刻指定欄が
   表示されます。

２．各欄に送信を開始したい年、月、日、時、分
   を入力してください。

３．送信状、送信先、発信元、メモ等を入力し、必
   要に応じて[送信状プレビュー(V)]でレイア
   ウトを確認してください。[キャンセル]ボタン
   をクリックすると、送信を中止します。

４．[送信]ボタンをクリックしてください。指定し
   た文書が送信待ち文書箱に保管され、指定し
   た日時になると自動的に送信が開始されます。

補足…補足…補足…補足…補足…

注意…注意…注意…注意…注意…時刻指定で送信を予約している文書が送
信待ち文書箱に入っていた場合、『信乃
助』を終了しようとすると「送信を待っ
ている文書があります。」というメッ
セージが表示されます。ここで[OK]ボタ
ンをクリックするとそのまま　『信乃助』
を終了し、[キャンセル]ボタンをクリッ
クすると終了しません。

時刻指定を設定していても、送信を予
約していた時間に『信乃助』を起動して
いない場合、次回起動時に送信が開始
されます。

31

時刻指定送信をすると、文書一覧のフラ
グ欄に「T」マークがつきます。



3 . 3 . 53 . 3 . 53 . 3 . 53 . 3 . 53 . 3 . 5 　同じ文書を複数の送信先に送る　同じ文書を複数の送信先に送る　同じ文書を複数の送信先に送る　同じ文書を複数の送信先に送る　同じ文書を複数の送信先に送る
（（（（（同同同同同報報報報報送送送送送信信信信信）））））

同じ文書を複数の相手に送信したい場合に使いま
す。

１．送信したい文書の送信画面を表示してくださ
   い。送信画面の「送信先(T)」欄の[電話帳
   (D)]ボタンをクリックしてください。電話帳
   が起動します。

２．電話帳から、同報で送信したい送信先を複数
   選択します。[Ctrl]キーを押したまま、送信
   先をクリックしていくと、複数の送信先を選
   択することができます。また、電話帳全ての
   送信先を選択したいときは[Ctrl]キーを押し
   ながら[A]キーを押すことで、全て選択するこ
   ともできます。

３．送信先の選択が終わりましたら、[宛先に指定]
   ボタンをクリックします。また、「編集(E)」
   メニューより「宛先に指定(G)」を選択する
   こともできます。送信方法がFAXか E-Mail
   かを選択します。ここではFAXの場合を例に
   とりますので、[Faxを追加]ボタンをクリック
   します。

４．送信画面の「送信先(T)」欄およびFax番号
   欄に”同報”と表示されます。

５．[送信]ボタンをクリックすると、「○○件同報
   送 信します」というメッセージが表示されま
   す。[OK]ボタンをクリックすると送信が開始
   されます。[キャンセル]ボタンをクリックする
   と、送信を中止することができます。

補足…補足…補足…補足…補足…電話帳の「送信先(T)」に登録してある送
信先データから検索を行い、絞込みを
行った送信先に同報送信を行うこともで
きます。検索についての詳細は「P40　
4.6　電話帳の検索ができます」をご参
照ください。
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3 . 43 . 43 . 43 . 43 . 4　　　　　F A XF A XF A XF A XF A X 送信結果の確認と再送信送信結果の確認と再送信送信結果の確認と再送信送信結果の確認と再送信送信結果の確認と再送信

電話回線の不具合等により、FAXが正しく送信さ
れない場合があります。FAX送信したあとは、文
書が間違いなく送られたことを確認してください。

3.4.13.4.13.4.13.4.13.4.1　文書が正しく送信できたかを確認する　文書が正しく送信できたかを確認する　文書が正しく送信できたかを確認する　文書が正しく送信できたかを確認する　文書が正しく送信できたかを確認する

１．メイン画面の[送済]ボタンをクリックしてく
   ださい。送信済み文書一覧が表示されます。

２．送信済み文書一覧に、送信した文書名が表示
   されていれば、文書は間違いなく送信されて
   います。
　　・｢初期設定(I)｣の｢文書箱管理(B)｣画面で、
      ｢送信済み文書を残す｣に設定していない
      場合、フラグ欄に｢N｣マークがつきます。
　 ・送信済み文書箱が見あたらないときは、
     送信は失敗しているようです。この文書は、
     不達文書箱に保管されています。[不達]ボ
     タンをクリックして、不達文書一覧を確認
     してください。不達文書は、次の手順で再
     送信することができます。

3 . 4 . 23 . 4 . 23 . 4 . 23 . 4 . 23 . 4 . 2　不達文書を再送信する　不達文書を再送信する　不達文書を再送信する　不達文書を再送信する　不達文書を再送信する

１．メイン画面の[不達]ボタンをクリックしてく
   ださ い。不達文書一覧が表示されます。

２．再送信したい文書をクリックし[送信]ボタ
   ンをクリックしてください。 FAX送信画面が
   表示されます。ここで送信先などの内容を
   変更することもできます。

３．[送信]ボタンをクリックしてください。
   不達文書の再送信がはじまります。
   送信が完了すると、送信済み文書箱に保管
   されます。[送済]ボタンをクリックして送済み
   文書箱に保管されていることを確認してくだ
  さい。
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補足…補足…補足…補足…補足…送信画面で「送信結果通知を行う(S)」に
設定していた場合、送信結果が各文書箱
にアイコンで表示されます。また、Win-
dowsの「スタート」－「プログラム」－
「信乃助EX Lite」－「ダイレクトFAX結
果通知受信部設定」にて「ウィンドウの
ポップアップで通知する」に設定してお
くと、通知時に画面がポップアップされ
ます。
通知はネットワークFAX機へ送信後すぐ
には通知されず、実際にFAXの送信が終
了次第送信済み文書箱（または不達文書
箱）に移動されます。
通知の間隔はデフォルトで決定されてい
ますが、メイン画面のボタン（一番右端）
から手動で結果を取得することもできま
す。



電話帳に、送信先や発信元の会社やFAX番号などを登録しておくと簡単に送信できます。また、他
のデーターベースから電話帳を取り込むことができます。

１．電話帳の項目と構成

２．登録人数：最大1,000件／1電話帳
３．登録グループ数：無制限
４．１グループの登録人数：最大1,000件
５．電話帳数：複数対応(電話帳の数制限無し)
６．検索の種類：50音索引、全項目、項目別、グループの検索が可能。
７．印刷は検索結果(現在表示されている件数)に従って印刷されます。

項　目
フリガナ
会 社 名
部 署 名
役 職 名
フリガナ
名　前

桁数（半角文字)
10
40
40
20
10
20

桁数（半角文字)
8
40
40
40
40
128
20
80

メイン画面の｢オプション(O)｣メニューの｢電話帳(T)｣または、[電話帳]ボタンをクリックしてください。電話帳
が表示されます。
送信先の電話帳と発信元の電話帳は、電話帳の[送信先／発信元]タブで切り替えることができます。

4 . 24 . 24 . 24 . 24 . 2 　電話帳の機能説明　電話帳の機能説明　電話帳の機能説明　電話帳の機能説明　電話帳の機能説明

4 . 14 . 14 . 14 . 14 . 1　電話帳の構成　電話帳の構成　電話帳の構成　電話帳の構成　電話帳の構成

第第第第第 44444 章　充実した電話帳機能を活用しましょう章　充実した電話帳機能を活用しましょう章　充実した電話帳機能を活用しましょう章　充実した電話帳機能を活用しましょう章　充実した電話帳機能を活用しましょう
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TEL 番号
Fax 番号

E-Mailアドレス

略 称 名
メ モ

項　目
郵便番号
住 所 1
住 所 2



ボ タ ン

50 音索引検索

全項目検索
項目別検索
グループ検索
登　録

訂　正
削　除
複　写

表示項目選択

グループ登録

電話帳印刷

送信先　／発信元の切り替え

宛先に指定

説　明

会社名と名前を50 音で検索します。[50 音]ボタン以外に[他]、
[全]ボタンがあります。
・半角フリガナで登録すると｢50 音索引検索｣ができます。
・フリガナが付いてない場合やフリガナを全角でつけたものは、
[他]ボタンをクリックすると表示することができます。
電話帳のすべての項目を対象に検索をします。
指定された項目を対象に検索します。
登録したグループ名で送信先を検索します。
電話帳へ送信先や発信元のデータを登録します。登録できるデー
タは、会社名、名前、住所、FAX 番号などです。
電話帳に登録されている送信先や発信元の情報を訂正します。
電話帳から送信先や発信元の情報を削除します。
電話帳から送信先や発信元の情報を複写します。複写した情報を
修正することもできますので、同一会社で何人もの送信先登録が
ある場合に便利な機能です。
電話帳の項目を選択して電話帳に表示する項目を並べ替えます。
電話帳へ表示できる範囲は、画面の大きさによって変わります。
表示したい項目の順番を選ぶことができます。
共通の要素を持っている送信先をまとめて、グループへ登録しま
す。この機能でグループ名の登録もできます。
電話帳や電話帳の検索結果を印刷します。
印刷の範囲は表示中のデータ／選択したデータで切り替えます。
印刷する項目と印刷しない項目を選択することもできます。
電話帳に表示する送信先／発信元をタブで切り替えます。
送信するときに宛先を選び指定します。

・各ボタンの説明

35



・登録項目詳細

設定項目
会社フリガナ
会 社 名
部 署 名
役 職 名
名前フリガナ
名　前
郵便番号
住所1/2
TEL 番号
FAX 番号

E-Mailアドレス

略 称 名

メ モ

説　明
会社名の読みを指定します。
会社名を指定します。
部署名を指定します。
役職名を指定します。
名前の読みを指定します。
名前を指定します。
郵便番号を半角数字で指定します。
住所を指定します。
電話番号を半角数字で指定します。
FAX 番号を半角数字で指定します。

E-Mail アドレスを半角英数字で指定
します。
登録データにニックネームなどをつ
けます。
ちょっとしたメモを書き込むことが
できます。

設 定 値
半角文字10 桁以内で設定します。
半角文字40 桁以内で設定します。
半角文字40 桁以内で設定します。
半角文字20 桁以内で設定します。
半角文字10 桁以内で設定します。
半角文字20 桁以内で設定します。
半角文字8 桁以内で設定します。
半角文字40桁×2行以内で設定します。
半角文字40 桁以内で設定します。
半角文字40 桁以内で設定します。
※- の使用も可。
半角文字128 桁以内で設定できます。

半角文字20 桁以内で設定できます。

半角文字80 桁以内で設定できます。
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4 . 34 . 34 . 34 . 34 . 3 　電話帳画面の名称　電話帳画面の名称　電話帳画面の名称　電話帳画面の名称　電話帳画面の名称・・・・・選択方法選択方法選択方法選択方法選択方法

4 . 3 . 14 . 3 . 14 . 3 . 14 . 3 . 14 . 3 . 1　電話帳画面の名称　電話帳画面の名称　電話帳画面の名称　電話帳画面の名称　電話帳画面の名称

電話帳画面の名称を説明します。

下図の部分を「リストエリア」と呼びます(以下、
「リストエリア」と呼びます）。
「リストエリア」では、電話帳に登録したデータの
確認ができます。

下図の部分を「詳細エリア」と呼びます(以下、「詳
細エリア」と呼びます)。
「詳細エリア」では、電話帳に登録したデータの確
認ができます。

電話帳画面の「リストエリア」の項目の線を移動
し、表示幅を拡大・縮小することができます。
また、「リストエリア」と「詳細エリア」間の線も、
ドラッグして線を移動することで表示幅を拡大・
縮小することができます。

＜変更前＞

＜変更後＞

＜変更前＞

＜変更後＞
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4 . 3 . 24 . 3 . 24 . 3 . 24 . 3 . 24 . 3 . 2　データの選択方法　データの選択方法　データの選択方法　データの選択方法　データの選択方法

・表示中の全てを選択

  　をクリックして範囲指定します。

・名前だけを選択

名前項目欄を直接クリックします。

■項目の選択

・名前タブを選択
   　　　　　　　　　部をクリックします。

■送信先データの選択

・会社名タブを選択

部をクリックします。

4 . 44 . 44 . 44 . 44 . 4 　送信先／発信元を切り替えます　送信先／発信元を切り替えます　送信先／発信元を切り替えます　送信先／発信元を切り替えます　送信先／発信元を切り替えます

１．電話帳画面の「リストエリ
   ア」の[送信元]タブ、あるい
   は[発信元]タブをクリックし
   ます。
２．クリックしたタブの電話帳
   が「リストエリア」に表示され
   ます。

4 . 54 . 54 . 54 . 54 . 5 　電話帳の登録、　電話帳の登録、　電話帳の登録、　電話帳の登録、　電話帳の登録、訂正、訂正、訂正、訂正、訂正、削除、削除、削除、削除、削除、複写複写複写複写複写

電話帳の登録、訂正、削除、複写について説明し
ます。

4 . 5 . 14 . 5 . 14 . 5 . 14 . 5 . 14 . 5 . 1　電話帳へ登録します　電話帳へ登録します　電話帳へ登録します　電話帳へ登録します　電話帳へ登録します

１．メイン画面の｢オプション(O)｣メニューの
   ｢電話帳(T)｣をクリックまたは、メイン画面
   の[電話帳]ボタンをクリックします。電話帳
   が表示されます。

２．データを送信先に登録するか、あるいは
   発信元に登録するかを選択します。
   電話帳画面の｢リストエリア｣の[送信先]タ
   ブ、または[発信元]タブをクリックします。

３．電話帳の送信先欄の[登録]ボタンをクリッ
   ク、または [F5]キーを押してください。
   電話帳登録画面が表示されます。

４．クリック、またはTABキーで、登録画面
   の各項目を選択します。
   登録したい内容をキーボードで入力してくだ
   さい。
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５．入力が完了したら、[OK]ボタンをクリックし
   てください。入力した内容が電話帳に登録さ
   れます。[キャンセル]ボタンをクリックする
   と、登録を中止することができます。

補足…補足…補足…補足…補足…

4. 5 . 24 . 5 . 24 . 5 . 24 . 5 . 24 . 5 . 2　電話帳の訂正　電話帳の訂正　電話帳の訂正　電話帳の訂正　電話帳の訂正
登録したデータを修正します。

１．訂正するデータを選択します。（送信先ま
   たは、発信元）
   電話帳画面の｢リストエリア｣の[送信先]タ
   ブ、または[発信元]タブを選択します。

２．電話帳一覧から訂正したいデータをクリッ
   クし、[訂正]ボタンをクリックまたは[F6]キー
   を押してください。訂正画面が表示されま
   す。画面には、現在の登録情報が入力さ
   れています。

３．クリック、またはTABキーで訂正したいタ
   ブや項目を選択して、訂正内容を入力してく
   ださい。

４．訂正が完了したら、[OK]ボタンをクリックし
   てください。訂正した内容が電話帳に登録さ
   れます。[キャンセル]ボタンをクリックする
   と、訂正を中止することができます。

補足…補足…補足…補足…補足…

4.5.34.5.34.5.34.5.34.5.3　電話帳からの削除　電話帳からの削除　電話帳からの削除　電話帳からの削除　電話帳からの削除

登録したデータを電話帳から削除します。

１．削除するデータを選択します。（送信先また
   は、発信元）
   電話帳画面の｢リストエリア｣の[送信先]タブ、
   または[発信元]タブを選択します。

２．電話帳画面から削除したいデータをクリック
   し、[削除]ボタンをクリックまたは、［F7］キー
   を押してください。

３．｢現在選択されている行を削除します。よろ
   しいですか？｣というメッセージが表示されま
   す。

会社名または名前のフリガナは50音検索
のために必要です。FAX番号、電話番号は
半角文字で入力してください。
・電話帳登録では自動的に、名前に半角フ
リガナをつけると名前50音索引に登録さ
れます。また、フリガナがついていない場
合やフリガナを全角でつけたときはその
他の項に登録されます。

各種検索を利用して、訂正したい送信先
を探すことができます。各種検索方法は
｢4.6電話帳の検索ができます｣をご参照
ください。
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４．[OK]ボタンをクリックすると、指定したデー
   タを削除します。
   [キャンセル]ボタンをクリックすると、削除
   を中止することができます。

補足…補足…補足…補足…補足…

4 . 5 . 44 . 5 . 44 . 5 . 44 . 5 . 44 . 5 . 4　電話帳の複写　電話帳の複写　電話帳の複写　電話帳の複写　電話帳の複写

同じ会社などの送信先データを複写すると、その
データの部署名や名前を修正するだけで追加登録
ができます。

１．訂正するデータを選択します。（送信先また
   は、発信元）
   電話帳画面の｢リストエリア｣の[送信先]タブ、
   または[発信元]タブを選択します。

２．電話帳画面から複写したい送信先をクリック
   し、[複写]ボタンをクリックしてください。
   複写画面が表示されます。画面には、現在の
   データが入力されています。

３．クリック、またはTABキーを使用して、修正
   したい内容を上書きしてください。
   入力が終わったら、[OK]ボタンをクリックして
   ください。
   修正した内容で複写が完了し、電話帳に登録
   されます。
   [キャンセル]ボタンをクリックすると、複写
   を中止することができます。

4 . 64 . 64 . 64 . 64 . 6 　電話帳の検索ができます　電話帳の検索ができます　電話帳の検索ができます　電話帳の検索ができます　電話帳の検索ができます

検索方法には次の4種類があります。検索したい
索引項目ボタンをクリックしてください。検索結
果の並び順はアイウエオ順です。

4. 6 . 14 . 6 . 14 . 6 . 14 . 6 . 14 . 6 . 1　　　　　505 05 05 05 0 音別索引検索音別索引検索音別索引検索音別索引検索音別索引検索
・索引の種類
会社：会社名で登録している50音索引から探します。

名前：名前で登録している50音索引から探します。

・索引項目
個別指定：50音索引に登録した送信先を表示します。
他  ：50音索引に登録不可の送信先を表示します。
全  ：登録されている全送信先を表示します。

１．電話帳画面の[50音索引検索]ボタンをクリッ
   クしてください。50音索引検索画面が表示さ
   れます。索引の種類を｢会社｣または｢名前｣の
   どちらで検索するか選択してください。
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・削除したい項目がすべての場合は、　
[編集(E)]メニューの｢すべて選択｣をク
リックします。また、項目が離れている
場合は、三角部を｢Ctrl＋クリック｣で
指定ができます。
・複数選択する場合、ドラッグでの指定
はできません。
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２．例えば、50音索引検索画面のなかの[コ]ボ
   タンをクリックしてください。電話帳に登録
   し た送信先の中で、”コ”から始まる会社名
   が表示されます。

補足…補足…補足…補足…補足…

44444. 6 . 2. 6 . 2. 6 . 2. 6 . 2. 6 . 2　全項目検索　全項目検索　全項目検索　全項目検索　全項目検索

電話帳項目すべての文字列を検索します。入力文
字は部分一致で検索します。全角・半角文字を意
識して入力してください。

１．電話帳画面の[全項目検索]ボタンをクリック
   してください。全項目検索画面が表示されま
   す。

２．探したい文字を入力してください。(検索結果
   の並び順は会社・名前のどちらを基準にする
   か選択します。)

３．[検索]ボタンをクリックすると、指定した内容
   が表示されます。
   [ｷｬﾝｾﾙ]ボタンをクリックすると、全項目検索
   を取りやめることができます。

補足…補足…補足…補足…補足…

4. 6 . 34 . 6 . 34 . 6 . 34 . 6 . 34 . 6 . 3　項目別検索　項目別検索　項目別検索　項目別検索　項目別検索

項目別で文字列を検索します。指定した複数条件
（単数でも可）で検索します。(いくつかの項目に入
力した場合は、その指定した条件をすべて充たす
データを検索します)

１．電話帳画面の[項目別検索]ボタンをクリック
   してください。項目別検索画面が表示されま
   す。

２．検索したい項目に検索したい内容を入力し
   ます。(検索結果の並び順は会社・名前のど
   ちらを基準にするか選択します。)

３．[検索]ボタンをクリックすると、指定した内容
   が表示されます。
   [ｷｬﾝｾﾙ]ボタンをクリックすると、項目別検索
   を取りやめることができます。

補足…補足…補足…補足…補足…

50音索引検索画面の[全]ボタンをクリッ
クすると、電話帳に、登録した全ての送信
先が表示されます。[他]ボタンをクリック
すると、電話帳にフリガナを登録してい
ない送信先または、フリガナを全角で登
録した送信先が表示されます。

例えば｢コ｣と入力すると、｢コムユース｣や
｢立川市柴崎町吉田コーポ｣のように項目
のどの位置に｢コ｣が入力されていても検
索します。

例えば｢会社名：コムユース｣｢部署：サ
ポートセンター｣と入力すると、｢コムユー
スとサポートセンター｣の両方が含まれる
ものだけを検索します。
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4 . 6 . 44 . 6 . 44 . 6 . 44 . 6 . 44 . 6 . 4　グループ検索　グループ検索　グループ検索　グループ検索　グループ検索

グループ名を指定して、グループに登録したデー
タを検索します。

１．電話帳画面の[グループ検索]ボタンをクリッ
   クしてください。グループ検索画面が表示さ
   れます。

２．画面から、検索したいグループ（例えば｢セ
   ールス｣）をクリックしてください。グループ
   名が反転表示されます。

３．[検索]ボタンをクリックすると、指定した内容
   が表示されます。[キャンセル]ボタンをクリッ
   クすると、グループ検索を取りやめることが
   できます。
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4 . 6 . 54 . 6 . 54 . 6 . 54 . 6 . 54 . 6 . 5　検索ジャンプ　検索ジャンプ　検索ジャンプ　検索ジャンプ　検索ジャンプ

検索したい項目を指定して、その検索結果に電話
帳画面で移動することができます。

１．電話帳画面の「検索(S)」メニューより、[検
   索ジャンプ(J)]を選択してください。検索ジ
   ャンプ画面が表示されます。

２．「検索項目(F)」より、検索したい項目を選
   択し、「検索文字列(S)」に検索したい文字
   列を入力します。

３．[検索開始]ボタンをクリックします。
   電話帳画面で、検索結果にカーソル（　　）
   が移動します。

ここで検索文字として入力した文字列が複数ヒッ
トしていた場合は[次を検索（N)]ボタンで次の検
索結果へカーソルが移動します。

補足…補足…補足…補足…補足…以下の文字列を検索文字として入力した
場合、それぞれ次のような意味を持ちま
す。
*…全てのレコードが検索されます。
?…全てのレコードが検索されます。
#…数値を含む全てのレコードが検索さ
   れます。
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4 . 74 . 74 . 74 . 74 . 7 　バックアップと最適化　バックアップと最適化　バックアップと最適化　バックアップと最適化　バックアップと最適化

4 . 7 . 14 . 7 . 14 . 7 . 14 . 7 . 14 . 7 . 1 　バックアップをしましょう　バックアップをしましょう　バックアップをしましょう　バックアップをしましょう　バックアップをしましょう

システムの破損や消滅、その他の不測の事態に備
えて、電話帳の複製をつくっておきましょう。電
話帳のすべてのデータ、グループ名やグループ登
録内容などがバックアップされます。

１．電話帳の欄からバックアップしたい電話帳送
   信先(T)／発信元(F)をクリックしてください。

２．電話帳画面の｢オプション(O)｣メニューの｢バ
   ックアップ(B)｣をクリックしてください。
   バックアップ先のディレクトリを指定する画
   面が表示されます。

３．｢バックアップ先のディレクトリ(D)｣に直接デ
   ィレクトリ名を入力するか、[参照]ボタンを
   クリックして、参照画面からバックアップ先
   を指定します。
   [バックアップ実行]ボタンをクリックしてく
   ださい。指定した電話帳のバックアップを行
   います。 [キャンセル]ボタンをクリックする
   と、バックアップを取りやめることができま
   す。

注意…注意…注意…注意…注意…バックアップを選択した際に既に選択さ
れているディレクトリには現在の電話帳
があるため、バックアップを取ることが
できません。必ずほかのディレクトリを
指定してください。

４．「電話帳のバックアップが終了しました」と
   メッセージが出ます。これでバックアップの
   完了です。[OK]ボタンをクリックしてくださ
   い。

補足…補足…補足…補足…補足…

4.7.24.7.24.7.24.7.24.7.2　電話帳のリストア　電話帳のリストア　電話帳のリストア　電話帳のリストア　電話帳のリストア（（（（（DBDBDBDBDB 取り込み）取り込み）取り込み）取り込み）取り込み）

バックアップしてある電話帳データを元に戻(リ
ストア)します。

１．取り込みたいデータが送信先／発信元かを
   選択します。電話帳画面の｢リストエリア｣の
   [送信先]タブ、または[発信元]タブをクリッ
   クします。

２．電話帳画面の｢オプション(O)｣メニューの｢D
   B取り込み(I)｣を選びます。DB取り込み画
   面が表示されます。

バックアップした電話帳の復元はDB取
り込み（リストア）で行います。
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５．DB取り込み画面に変わります。[取り込み]
   ボタンをクリックすると、DB取り込みが開
   始します。[《戻る(B)]ボタンをクリックする
   と、ひとつ前の画面に戻ります。
   [キャンセル]ボタンをクリックすると、DB取
   り込みを取りやめることができます。

4.7.34.7.34.7.34.7.34.7.3　電話帳の修復をしましょう　電話帳の修復をしましょう　電話帳の修復をしましょう　電話帳の修復をしましょう　電話帳の修復をしましょう

万が一、電話帳の編集中に停電などで電源が落ち
てしまって、電話帳が壊れてしまった場合など、
電話帳ファイルの復旧することができます。ただ
し、壊れ方によっては復旧できない場合がありま
すのでご了承ください。

１．電話帳画面の｢オプション(O)｣メニューの｢修
   復(R)｣をクリックすると、修復画面が表示さ
   れます。
   初期画面では、開いている電話帳ファイル名
   が表示されています。[参照]をクリックして参
   照画面から指定することもできます。

２．[修復実行]ボタンをクリックすると、電話帳の
   修復を行います。
   [キャンセル]ボタンをクリックすると、電話
   帳の修復を取りやめることができます。
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３．取り込むデータの形式(信乃助電話帳Ver2.0)
   を一覧から選びます。[次へ(N)》]ボタンをクリ
   ックすると、次の画面が表示されます。
   [キャンセル]ボタンをクリックすると、DB取
   り込みを取りやめることができます。

４．ファイル名を入力する画面に変わります。
   ｢ファイル名(F)｣に直接ファイル名を入力し
   ます。[参照]ボタンをクリックすると、ファイ
   ル一覧が表示されます。一覧から選ぶことも
   できます。
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4 . 7 . 44 . 7 . 44 . 7 . 44 . 7 . 44 . 7 . 4　最適化しましょう　最適化しましょう　最適化しましょう　最適化しましょう　最適化しましょう

電話帳へのデータの登録と削除を繰り返している
と、電話帳ファイルが必要以上に大きくなること
があります。電話帳の最適化を実行すると、ファ
イルの内容が整理され最適化することができます。

１．電話帳画面の｢オプション(O)｣メニューの｢最
   適化(C)｣をクリックしてください。電話帳の
   最適化画面が表示されます。

２．[最適化実行]ボタンをクリックすると最適化が
   始まります。
   [キャンセル]ボタンをクリックすると、最適
   化を取りやめることができます。

３．「電話帳の最適化が終了しました。」という
   メッセージが表示されます。[OK]ボタンをク
   リックしてください。

３．電話帳の修復が終了したという内容のメッセ
   ージが表示されます。[OK]ボタンをクリックし
   てください。
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補足…補足…補足…補足…補足…ここで、「出力する項目(O)」から「出力しない項目(N)」に移動させることで、出力したい項目を指定
できます。
また、「出力しない項目(N)」に移動したものを「出力する項目(O)」に戻して出力することもできます。

4.7.54.7.54.7.54.7.54.7.5　　　　　電話帳のエクスポート電話帳のエクスポート電話帳のエクスポート電話帳のエクスポート電話帳のエクスポート（（（（（DBDBDBD BD B はきだし）はきだし）はきだし）はきだし）はきだし）

電話帳データをCSV形式、またはWindowsのアドレス帳形式としてはきだすことができます。

１．電話帳画面の｢オプション(O)｣メニューの｢DBはきだし(E)｣をクリックすると、DBはきだし画面が表示
   されます。

２．はきだす形式を、CSVかWindowsアドレス帳かを選択します。
    出力ファイル名を入力し、[OK]ボタンをクリックすると、『信乃助』をインストールしたフォルダに出力
    されます。[参照]ボタンをクリックすると、出力先を任意に設定できます。

46

                      　「信乃助」電話帳    Windowsアドレス帳

『信乃助電話帳』⇔『Windowsアドレス帳』はきだし対応項目

会社名
部署名
役職名

フリガナ- 名
名

市町村
番　　地
FAX 番号
電話番号
略称

メ　　モ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

会社名
部署名
役職名

名前フリガナ
名　　前
住所 1
住所 2
FAX 番号
TEL 番号
略称名
メ　　モ



5 . 15 . 15 . 15 . 15 . 1 　文書に見出しを付けましょう　文書に見出しを付けましょう　文書に見出しを付けましょう　文書に見出しを付けましょう　文書に見出しを付けましょう

文書の内容を分かり易くするために、”新商
品のご案内” や ”○○商店からの注文書”
などの見出しを付けることができます。半
角30 文字以内で入力してください。

１. メイン画面から見出しをつけたい文書が保管
   されている文書箱のボタンをクリックしてく
   ださい。文書一覧が表示されます。

２．見出しを付けたい文書をクリックしてくださ
   い。文書の見出し部が反転表示されます。

３．メイン画面の見出しボタン      をクリック
   してください。入力ができるようになります。

４．キーボードで見出しを入力してください。

補足…補足…補足…補足…補足…

5 . 25 . 25 . 25 . 25 . 2 　文書を削除しましょう　文書を削除しましょう　文書を削除しましょう　文書を削除しましょう　文書を削除しましょう
それぞれの文書箱に保管されている文書を削除し
ます。不必要な文書は削除しておきましょう。

5.2.15.2.15.2.15.2.15.2.1　文書を削除する　文書を削除する　文書を削除する　文書を削除する　文書を削除する

この操作をすると、ごみ箱に文書が移動して、一
時的に保管されます。

１．メイン画面から削除したい文書が保管され
   ている文書箱のボタンをクリックしてくださ
   い。文書一覧が表示されます。

２．削除したい文書をクリックし、ごみ箱までク
   リックしたまま移動してください。文書をク
   リックしたとき、文書をつかんだ手のアイコ
   ンが現れ、ごみ箱へ移動し離したとき、文書
   を離した手のアイコンに変わり、｢ごみ箱に捨
   てます｣というメッセージが表示されます。

３．[OK]ボタンをクリックしてください。
   指定した文書が削除されます（ごみ箱に移り
   ます）。

補足…補足…補足…補足…補足…
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アプリケーションから送信するときは、
アプリケーションでの保存ファイル名を
自動的に見出しに書き込みます。

簡易送信した文書はごみ箱に移すことは
できません。シュレッダにかけてくださ
い。

第第第第第 55555 章章章章章　　　　　文書の見出しと削除文書の見出しと削除文書の見出しと削除文書の見出しと削除文書の見出しと削除
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5 . 2 . 25 . 2 . 25 . 2 . 25 . 2 . 25 . 2 . 2 　文書をシュレッダにかける　文書をシュレッダにかける　文書をシュレッダにかける　文書をシュレッダにかける　文書をシュレッダにかける
この操作をすると、ごみ箱に捨てた場合と異なり、
実際に文書を削除します。

１．メイン画面から削除したい文書が保管され
   ている文書箱のボタンをクリックしてくださ
   い。文書一覧が表示されます。

２．削除したい文書をクリックし、シュレッダま
   でドラッグしてください。文書をクリックし
   たと き文書をつかんだ手のアイコンが現れ、
   シュレッダへドラッグしたとき、文書を離し
   た手のアイコンに変わり、｢シュレッダにかけ
   ます。再生はできません。｣というメッセージ
   が表示されます。

３．[OK]ボタンをクリックしてください。指定し
   た文書が破棄されます。

補足…補足…補足…補足…補足…｢削除｣と｢破棄｣の違い文書の削除を実行
するとごみ箱に管理されます。文書の破
棄を実行すると、実際にシュレッダにか
けて破棄されてしまいます。同報送信な
どをおこなうときは、送信済み文書を残
さないようにしてください。残す場合は、
十分なハードディスクの空き容量を確保
してください。
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5 . 2 . 35 . 2 . 35 . 2 . 35 . 2 . 35 . 2 . 3 　文書の一括削除　文書の一括削除　文書の一括削除　文書の一括削除　文書の一括削除（（（（（送送送送送済済済済済・・・・・不達）不達）不達）不達）不達）
この操作をすると、送信済み文書箱と不達文書箱
の文書を一括で破棄することができます。

１．メイン画面から一括削除したい文書が保管
   されている文書箱（送信済み文書箱か不達文
   書箱）のボタンをクリックしてください。文書
   一覧が表示されます。

２．一括削除を行いたい文書箱内を右クリックし、
   表示されたメニューから「一括削除(C)」をク
   リックしてください。

「文書を一括で破棄します。」というメッセージが
表示されます。

３．[OK]ボタンをクリックしてください。指定し
   た文書箱の文書が一括で破棄されます。

補足…補足…補足…補足…補足…｢削除｣と｢破棄｣の違い文書の削除を実行
するとごみ箱に管理されます。文書の破
棄を実行すると、実際にシュレッダにか
けて破棄されてしまいます。同報送信な
どをおこなうときは、送信済み文書を残
さないようにしてください。残す場合は、
十分なハードディスクの空き容量を確保
してください。
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6.16.16.16.16.1　文書表示の機能　文書表示の機能　文書表示の機能　文書表示の機能　文書表示の機能

不達文書箱、送信済み文書箱、ごみ箱に保管され
ている文書を画面に表示します。

6 . 26 . 26 . 26 . 26 . 2 　各種ボタンの機能　各種ボタンの機能　各種ボタンの機能　各種ボタンの機能　各種ボタンの機能

文書表示画面の各ボタンを使って文書の拡大、回
転等の文書操作ができます。

　　…先頭ページを表示します。

　　…1ページ前を表示します。

　　…次のページを表示します。

　　…最後のページを表示します。

　　…指定のページを表示します。

　　…実際の大きさで表示します。

　　…1/2の大きさで表示します。

　　…1/3の大きさで表示します。

　　…1/6（A4/Letterの場合）の大きさで表

      示します。

　　…1/8（B4/A3/Legalの場合）の大きさで

      表示します。

　　…90度左回転して表示します。

　　…90度右回転して表示します。

　　…180度回転して表示します。

　　…表示ページを削除します。

　　…表示画面を閉じます。

6 . 36 . 36 . 36 . 36 . 3 　文書を画面表示しましょう　文書を画面表示しましょう　文書を画面表示しましょう　文書を画面表示しましょう　文書を画面表示しましょう

１．メイン画面の表示したい文書の保管されてい
   る文書箱ボタンをクリックして、文書一覧を
   表示してください。

２．表示したい文書をクリックしてください。指
   定した文書の見出しが反転表示します。

３．[表示]ボタンをクリック、もしくは選択した
   文書をダブルクリックしてください。文書が
   表示され、文書のすぐ上に文書の操作ボタン
   が並んで表示されます。

第第第第第 66666 章章章章章　　　　　文書を表示しまし文書を表示しまし文書を表示しまし文書を表示しまし文書を表示しましょょょょょううううう
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４．文書の文字が細かくて読みにくいので拡大
   します。[1:1]ボタンをクリックしてください。
   文書が等倍に拡大します。その他、文書の
   表示状態に合わせて、必要な文書操作を行
   ってください。
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５．[指定ページ]ボタンをクリックしてください。
   指定ページ画面が表示されます。表示したい
   ページボタンをクリックしてください。指定
   したページが表示されます。

６．[閉じる]ボタンをクリックしてください。表示
   している文書が閉じて、メイン画面に戻りま
   す。

6 . 46 . 46 . 46 . 46 . 4 　文書の指定ページを削除する　文書の指定ページを削除する　文書の指定ページを削除する　文書の指定ページを削除する　文書の指定ページを削除する

１．編集したい文書を選び、[表示]ボタンをクリ
   ックします。
   文書表示画面が表示されます。

２．[指定ページ]ボタンをクリックすると、指定ペ
   ージ画面が表示されます。
   削除したいページを選びます。

３．指定したページが表示されます。削除した
   いページかどうか確認して、[表示中のページ
   を削除]ボタン  　 をクリックします。

４．｢表示中のページを削除します。｣というメッセ
   ージが表示されます。
   [OK]ボタンをクリックすると、指定したペー
   ジを削除します。
　　[キャンセル]ボタンをクリックすると、削除
   を取りやめることができます。

注意…注意…注意…注意…注意…1ページだけの文書は、頁削除ができませ
ん。メイン画面でごみ箱やシュレッダを
使って文書ごと削除してください。
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52

送信結果通知送信結果通知送信結果通知送信結果通知送信結果通知・・・・・反映機能反映機能反映機能反映機能反映機能

「送信設定」画面で、「送信結果通知を行う」チェックボックスにチェックをすることにより、送信したデータの
ネットワークFAX機での状態を信乃助に通知（表示)させる機能です。

「「「「「送送送送送信信信信信結結結結結果果果果果通通通通通知知知知知」」」」」対象データの作成について対象データの作成について対象データの作成について対象データの作成について対象データの作成について

信乃助に送信結果通知を表示させるには、送信を行う際、送信画面
の「送信結果通知を行う(E)」チェックボックスにチェックを入れ
ます。
このチェックが入った送信文書に対して、信乃助側で送信結果通知
を行い画面に結果が表示されるようになります。
デフォルトの状態では、「送信結果通知を行う(E)」にはチェックが
入った設定になっています。

「「「「「送送送送送信信信信信結結結結結果果果果果通通通通通知知知知知」」」」」の通知の間隔についての通知の間隔についての通知の間隔についての通知の間隔についての通知の間隔について

「送信結果通知」が信乃助に通知（表示）される間隔は、インストール時に自動的に1分に設定されます。その
ため、特に設定は必要ありません。

また、任意に結果を変更し、データの移動やステータスの変更をすることもできます。

◆送信待ち文書箱の場合◆

メイン画面「オプション(O)」メニューの「送信結果手動更新(R)」または、「送信結果手動更新」ボタン
から手動で確認することもできます。　

◆不達文書箱の場合◆

①『成功』として送信済文書箱へ移動

②『失敗』として不達文書箱へ移動

③『結果未受信』として不達文書箱へ移動

①『成功』として送信済文書箱へ移動

②『失敗』として送信済文書箱へ移動

補足…補足…補足…補足…補足…本機能は、ダイレクトFAX結果通知機能に対応したインターネットFAX機のみで使用できる機能です。



　　　アイコン　　　 　　　　　　　　　　　　　　　説　明　　　　　　　　　　　　　　　　　　

送信結果通知状態/送信結果通知送信成功

時刻指定タイムアウト待ち送信結果通知状態

時刻指定タイムアウト送信結果通知状態/時刻指定タイムアウト送信結果通知成功

送信結果通知待ち状態

時刻指定タイムアウト待ち送信結果通知待ち状態

送信結果通知送信失敗

時刻指定文書送信結果通知送信失敗

送信結果通知未受信

時刻指定送信結果通知未受信

53

「「「「「送送送送送信信信信信結結結結結果果果果果通通通通通知知知知知」」」」」の流れ図の流れ図の流れ図の流れ図の流れ図

①…FAXデータの送信をします。
②…ネットワークFAX機からFAX機へ送信処理が成功した場合、データは送信済み文書箱に保管されます。
③…ネットワークFAX機からFAX機へ送信処理が失敗した場合、データは不達文書箱に保管されます。

「「「「「送送送送送信信信信信結結結結結果果果果果通通通通通知知知知知」」」」」を行ったデータに対するアイコンを行ったデータに対するアイコンを行ったデータに対するアイコンを行ったデータに対するアイコンを行ったデータに対するアイコン

※　右下にマークがある場合、「送信結果通知」対象データであることを示します。
　　全てのアイコン一覧は次ページに記載しております。



　　　 アイコン 説　明

　1 通常の文書/文書送信成功

　2 時刻指定文書送信待ち状態

　3 時刻指定文書送信成功

　4 送信結果通知待ち状態/送信結果通知送信成功

　5 時刻指定文書送信待ち状態

　6 時刻指定文書送信結果通知送信成功

　7 送信結果通知待ち状態

　8 時刻指定文書送信結果通知待ち状態

　9 送信失敗

　10 時刻指定文書送信失敗

　11 送信結果通知送信失敗

　12 時刻指定文書送信結果通知送信失敗

　13 送信結果通知未受信

　14 時刻指定送信結果通知未受信

信乃助の各文書箱に表示されるアイコンの種類

54

※左上に時計マークがある場合、「時刻指定送信」をしたデータであることを示します。
　　右下にマークがある場合、「送信結果通知」対象データであることを示します。



信乃助信乃助信乃助信乃助信乃助 FaxFaxFaxFaxFax 通信通信通信通信通信

原  因
ﾕｰｻﾞが送信を中止した場合。
SMTPｻｰﾊﾞに接続を試みましたが
成功できない状態です。

ｻｰﾊﾞに接続しましたが、そのｻｰ
ﾊﾞは SMTPｻｰﾊﾞとしては機能し
ていません。

添付ﾌｧｲﾙを送信するためにﾃｷｽﾄ
形式に変換しようとしましたが
途中でｴﾗｰが発生しました。
Mail送信するためのTIFFﾌｧｲﾙ
の作成に失敗しました。
送信文書に宛先が指定されてい
ません。
半角カナを使っているため送信
できません。
不正なｺﾝﾄﾛｰﾙｺｰﾄﾞが使われてい
るため日本語変換ができませ
ん。ﾒｰﾙ文書が壊れているか、も
しくは正しくJIS形式で作成さ
れていない可能性があります。
差出人のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽが設定されて
いないため、ﾒｰﾙの送信が開始で
きません。
差出人のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽが正しい形式
ではないため、ｻｰﾊﾞに拒否され
たか、ｻｰﾊﾞがSMTP-AUTH（ﾒｰﾙ送
信時にSMTPｻｰﾊﾞによって行う）
ﾕｰｻﾞ認証方式です。

対  策

1)  SMTPｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽ・FAX機のｱﾄﾞﾚｽが正し
いか確認してください。
2)  お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾈｯﾄﾜｰｸ設定が正しい
か確認してください。
3)  SMTPｻｰﾊﾞがﾀﾞｳﾝしている可能性があり
ます。

SMTPｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽが正しいか確認してください。

ﾒﾓﾘが不足していることが考えられます。本ｿ
ﾌﾄｳｪｱ以外のすべてのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを終了して試
してください。

宛先が指定されているか確認してください。

送信先E-Mailｱﾄﾞﾚｽなどに半角ｶﾅが入ってい
ないか確認してください。
文書が壊れている可能性があります。送信す
る文書を作成し直してください。

Mail送信を行うには、差出人のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽが
必要になります。｢初期設定｣の｢ｱﾄﾞﾚｽ設定｣で
｢信乃助のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ｣を指定してください。
｢初期設定｣の｢ｱﾄﾞﾚｽ設定｣で｢信乃助のﾒｰﾙｱﾄﾞ
ﾚ ｽ ｣ に設定された差出人のｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ が
｢shin@xxxx.or.jp｣のような正しい形式に
なっているか確認してください。ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽは
半角英数字で構成されている必要がありま
す。

　トラブルシューティング　トラブルシューティング　トラブルシューティング　トラブルシューティング　トラブルシューティング
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メッセージ
ユーザ中断
サーバ接続エラー

サーバ認識エラー

添付ファイル不正

宛先未設定

半角カナエラー

コントロールコード不正

差出人アドレス未設定

差出人メールアドレス不正



メッセージ
宛先メールアドレス不正

本文送信不可

送信ｴﾗｰ

通信ｴﾗｰ

ﾌｧｲﾙI/Oｴﾗｰ

原  因
E-Mailのｱﾄﾞﾚｽが正しい形式で
はないため送信できませんでし
た。

ﾄﾞﾒｲﾝ名が間違っていることが
考えられます。
FAX送信を行いましたが、ｻｰﾊﾞ
から拒否されました。
FAX送信中になんらかのｴﾗｰが
発生しました。
ｻｰﾊﾞとの通信中にｴﾗｰが発生し
ました。通信動作が強制的に終
了します。

ﾌｧｲﾙ操作中に何らかのｴﾗｰが発
生しました。

対  策
 宛先のｱﾄﾞﾚｽが｢shin@xxxx.or.jp｣のような
正しい形式になっているか確認してくださ
い。ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽは半角英数字で構成されている
必要があります。
｢初期設定｣の｢FAX機のﾄﾞﾒｲﾝ｣で｢ﾄﾞﾒｲﾝ名｣を
再確認してください。
SMTPｻｰﾊﾞが正しく動作しているか、ｻｰﾊﾞ管理
者にお問い合わせください。
ｻｲｽﾞの大きいﾌｧｲﾙを添付して送信するとｻｰ
ﾊﾞが正しく処理できない場合があります。
ﾕｰｻﾞによるｷｬﾝｾﾙ以外の場合は、ﾈｯﾄﾜｰｸに何
らかの障害がある可能性があります。時間を
おいて再度試してみるか、ﾈｯﾄﾜｰｸ管理者にお
問い合わせください。
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを再起動し、再度試してください。

注意…注意…注意…注意…注意…信乃助では､送信データをメールとして扱っています。そのため、FAX機への送信に関わらず､必ず送信
        データに本文が必要となり、FAX機で出力される用紙の1枚目には下記内容が添付されます｡なお、2
        枚目以降が送信データとなります｡

      ――― 添付される内容 ―――
　     このメールには、画像データ(TIFF-F形式)が添付されています。
　     Image data (TIFF-F format) has been attached to the e-mail.

補足…補足…補足…補足…補足…

他のメールソフトと他のメールソフトと他のメールソフトと他のメールソフトと他のメールソフトと E - M a i lE - M a i lE - M a i lE - M a i lE - M a i l アドレスを共有でご利用時の動作アドレスを共有でご利用時の動作アドレスを共有でご利用時の動作アドレスを共有でご利用時の動作アドレスを共有でご利用時の動作

動作
ｴﾗｰﾒｰﾙで TIFF 形式のメール
が帰ってきた場合

メールが取れない場合

原因
本ソフトで送信したメールが
相手先に届かない場合ｴﾗｰﾒｰﾙ
が返送されます。
メール受信後、サーバから削除
するように設定されています。

動作
送信時に指定した、メールアドレスが正しいか
どうかを再度確認してください。

ご使用のメールソフトの設定で、メールをサー
バから削除しないように設定を行ってくださ
い。

注意…注意…注意…注意…注意…
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信乃助シリーズでは、複数の姉妹品がありますが、1台のコンピュータ上ではその中の1つのソフト
ウェアのみ動作可能となります。そのため、本ソフトウェアを使用する場合は､ReadMeを参考に他の
信乃助シリーズを完全にアンインストールしてください｡

ご利用のメールサーバによっては､ファイルサイズに制限があります｡そのため、送信データのファイ
ルサイズが500KBを超えた場合など､送信先によっては届かないことがあります｡その場合は､送信デー
タのページを分けるなどサイズを減らしてから送信してください。



プリンタドライバの制限プリンタドライバの制限プリンタドライバの制限プリンタドライバの制限プリンタドライバの制限

１．一部のアプリケーションによっては、用紙設定(ページ設定等)で指定しても、信乃助で正しく取り込めな
   い場合があります。その場合は、下記方法で再度指定してください。
　・あらかじめ「信乃助 for Windows」を通常使うプリンタに設定して新規文書を作成する。
　・｢信乃助 for Windows｣のプロパティで用紙サイズを指定する。

２．印刷元のアプリケーションによっては、濃淡が淡い罫線（細かい破線）などを使用すると、正しく印
   字されないことがあります。破線などを使用する場合は、濃淡の濃いものをご指定ください。

３．画像を扱っているファイルを印刷する場合、アプリケーション側で「画像として印刷する」などの項目を
   選び、印刷してください。
　　（※Adobe Acrobat Readerは必ずこの設定を行ってください）

４．Word2000からLetterサイズで印刷時、『信乃助EX Lite』ではA4の用紙サイズになります。

Win d o w s  2 0 0 0W i n d o w s  2 0 0 0W i n d o w s  2 0 0 0W i n d o w s  2 0 0 0W i n d o w s  2 0 0 0 でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合

初回起動する際は、必ずAdministrator権限を持つユーザでログインしてください。Administrator権限のユー
ザで初回起動をしないと、『信乃助EX Lite』が正常に動作しません。

Wi n d o w s  X PW i n d o w s  X PW i n d o w s  X PW i n d o w s  X PW i n d o w s  X P でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合

１．初回起動する際は、必ず管理者権限を持つユーザでログインしてください。管理者権限で初回起動をしな
   いと、『信乃助EX Lite』が正常に動作しません。

２．本ソフトはWindows XP の「ユーザ切り替え機能」には対応しておりません。
　　別ユーザに切り替える場合は、一度ご使用中のユーザをログオフし、新しいユーザでマシンにログ
　　インし直してからご使用ください。
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W i n d o w s  V i s t aW i n d o w s  V i s t aW i n d o w s  V i s t aW i n d o w s  V i s t aW i n d o w s  V i s t a でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合

１．ユーザ権限でログインして『信乃助 EX Lite』を起動すると、「ユーザアカウント制御」画面が表示
　　され、管理者アカウントのパスワードの入力が要求されます。

２．本ソフトはWindows Vista の「ユーザ切り替え機能」には対応しておりません。
　　別ユーザに切り替える場合は、一度ご使用中のユーザをログオフし、新しいユーザでマシンにログ
　　インし 直してからご使用ください。



Windows VistaWindows VistaWindows VistaWindows VistaWindows Vista ／／／／／ Windows XP SP2Windows XP SP2Windows XP SP2Windows XP SP2Windows XP SP2 でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合でご使用の場合
●Windows Vista、Windows XP ServicePack2 with Advanced Securities(SP2)では、セキュリティ
　機能強化　（Windows ファイアウォールが標準で有効となる）に伴い、信乃助 EX-Lite が行う通信
　への影響などが発生します。
　ダイレクト FAX 結果通知受信を使用するには、「Windows セキュリティの重要な警告」ダイアログ
　ボックスで「ブロックを解除する」ボタンを押してください。

●「Windows セキュリティの重要な警告」ダイアログボックスは以下の条件で信乃助 EX-Lite が起動さ
　　れた場合に表示されます。
　・信乃助EX-Lite が既にインストールされている状態で、Windows XP SP2 をインストールした場合
　・Windows Vista、Windows XP SP2 がインストールされている環境に、信乃助EX-Lite を新たにイン
　　ストールした場合
　　なお、この警告ダイアログボックス［ブロックする］ボタンまたは［ブロックを解除する］ボタ
　　ンを押した場合、以下のような設定となります。
　・［ブロックする］ボタンを押した場合：
　　信乃助 EX-Lite が行う通信が Windows ファイアウォールによりブロックされ、ダイレクトFAX 結
　　果通知の機能を使用することができなくなります。
　・［ブロックを解除する］ボタンを押した場合：
　　信乃助 EX-Lite が行う通信は Windows ファイアウォールを通過するように設定され、ダイレクト
　　FAX 結果通知の機能は今までどおり使用することができるようになります。
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Windows VistaWindows VistaWindows VistaWindows VistaWindows Vista

Windows XP SP2Windows XP SP2Windows XP SP2Windows XP SP2Windows XP SP2



●「Windows セキュリティの重要な警告」ダイアログボックスで［ブロックする］ボタンを押してし
　まった場合、ダイレクト FA X 結果通知の機能を使用することができなくなります。この場合、以下
　の手順で使用可能にすることができます。　　
　①［コントロールパネル］を開いて、［セキュリティセンター］を選択する。
　②Windows XP SP2 の場合
　　［Windows セキュリティセンター］で、［Windows ファイアウォール］を選択する。
　　Windows Vista の場合
　　［Windows セキュリティセンター］で、［Windows ファイアウォール］－「設定の変更｣を選択する。
　③［Windows ファイアウォール］ダイアログボックスで、［例外］タブを選択する。
　④［プログラムおよびサービス］リストにダイレクト FAX 結果通知のプログラムである「FAX
　　 Utility」が登録されているのを確認する。
　⑤「FAX Utility」のチェックボックスをチェックする。
　⑥［OK］ボタンをクリックする。
●ファイアウォールの設定変更には、「管理者」のユーザ権限が必要です。
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Windows Vista/ XP Professional/ 2000Windows Vista/ XP Professional/ 2000Windows Vista/ XP Professional/ 2000Windows Vista/ XP Professional/ 2000Windows Vista/ XP Professional/ 2000 での起動時エラーについてでの起動時エラーについてでの起動時エラーについてでの起動時エラーについてでの起動時エラーについて

Windows Vista、Windows XP Professional およびWindows 2000をご使用の方で、NTFS フォーマットさ
れた OS 上でユーザ権限での使用時に、『信乃助 EX  Lite』が起動・実行できなくなった際に実行して
ください。

OS のフォーマットにはNTFS フォーマットとFAT フォーマットの2 種類があります。ご使用のマシンがどち
らのフォーマットなのかは、以下の方法でお調べください。FATフォーマットの場合、上記エラーは発生しませ
ん。

Windows 2000 の場合

１．「マイコンピュータ」を開きます。

２．WIndows 2000 をインストールしたドライブを右クリッ
　　クし、表示されたメニューから「プロパティ」をクリッ
　　クします。

３．「プロパティ」画面の「ファイルシステム：」にFATと表
   示されていればFATフォーマット、NTFSと表示されてい
   れば、NTFSフォーマットになります。
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Windows XP Professional の場合

１．「スタート」から「マイコンピュータ」を開きます。

２．ご使用のOSのドライブを右クリックします。

３．「プロパティ」メニューをクリックします。

４．「プロパティ」画面の「ファイルシステム」にNTFSとあ
   ればNTFSフォーマット、FATとあればFATフォーマッ
   トになります。
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Windows Vista の場合

１．「スタート」から「コンピュータ」を開きます。

２．ご使用のOSのドライブを右クリックします。

３．「プロパティ」メニューをクリックします。

４．「プロパティ」画面の「ファイルシステム」にNTFSとあ
   ればNTFSフォーマット、FATとあればFATフォーマッ
   トになります。
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エラー対処法について

エラーが発生し、『信乃助 EX  Lite』が起動・実行できなくなった際の対処法を説明いたします。
Windows Vista、Windows XP およびWindows 2000 共に以下のように設定をしてください。

※必ず※必ず※必ず※必ず※必ず AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorAdministrator 権限権限権限権限権限（（（（（Windows VistaWindows VistaWindows VistaWindows VistaWindows Vista、、、、、Windows XPWindows XPWindows XPWindows XPWindows XP では管理者権限）では管理者権限）では管理者権限）では管理者権限）では管理者権限）にてログインをしにてログインをしにてログインをしにてログインをしにてログインをし

直し、直し、直し、直し、直し、設定を行ってください。設定を行ってください。設定を行ってください。設定を行ってください。設定を行ってください。

１．「スタート」の「プログラム」の「アクセサリ」から「エクスプローラ」をクリックして開きます。「エクス
   プローラ」から、『信乃助EX  Lite』をインストールしたフォルダ（通常ですと、C:¥ProgramFiles¥
   ComUse¥skex）を右クリックしてメニューを表示します。メニューの中から「プロパティ」をクリックし
   ます。

【Windows XP Professional】 【Windows 2000】
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【Windows Vista】



２．「プロパティ」画面の「セキュリティ」タブをクリックします。

　　　　　　　　　　Windows XP/ 2000Windows XP/ 2000Windows XP/ 2000Windows XP/ 2000Windows XP/ 2000 の場合の場合の場合の場合の場合
　　上欄から、『信乃助 EX  Lite』を起動させたいユーザ名を選択し、反転表示させます。ユーザ名の
　　選択後、下欄の「フルコントロール」の「許可」にチェックを入れ、[OK]ボタンをクリックします。

【Windows XP Professional】 【Windows 2000】

３．以上で、設定の完了です。
２．で選択したユーザ名でログインし、起動・実行をお試しください。

　　　　　　　　　　Windows VistaWindows VistaWindows VistaWindows VistaWindows Vista の場合の場合の場合の場合の場合
　　[編集]ボタンをクリックします。
　　上欄から、『信乃助 EX  Lite』を起動させたいユーザ名を選択し、反転表示させます。ユーザ名の
　　選択後、下欄の「フルコントロール」の「許可」にチェックを入れ、[OK]ボタンをクリックします。
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【Windows Vista】



注注注注注     意…意…意…意…意…Windows XP Professional では、設定によって「プロパティ」に「セキュリティ」タブが表
示されない場合があります。その場合、以下のように設定を変更してください。

「エクスプローラ」の「ツール」メニューから「フォルダオプション」をクリックしてください。
「フォルダオプション」画面の「表示」タブをクリックしてください。
「詳細設定」欄の「簡易ファイルの共有を使用する（推奨）」にチェックを入れて、[OK]ボタンをクリッ
クしてください。

これで「プロパティ」に「セキュリティ」タブが表示されるようになります。
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仕様一覧仕様一覧仕様一覧仕様一覧仕様一覧

基本機能
送信先
送信サイズ
解像度
符号化方式
データ交換
文書の画面表示

Fax、E-Mail、i-Fax
A4、B4、A3、LEGAL、LETTER
 200× 200dpi(ファイン)  400× 400dpi(スーパーファイン)

Fax:MH、E-Mail ／ i-Fax：TIFF
Fax データをBMP、TIFF データに変換する
拡大／縮小は4段階、回転は±90／ 180度、ページ選択、ページ削除

送信機能

送信状のコメント入力
同報送信
送信直前確認
リアル登録機能

最大約半角文字700 文字
最大1500 件
誤送信防止のため、送信指定時にプレビューが可能
送信状に入力した送信先や発信元の内容を電話帳に登録可能

登録可能件数
データ項目

複写機能
自動並び替え表示

最大1,000 件／ 1 電話帳（電話帳数に制限なし）
ﾌﾘｶﾞﾅ（10）、会社名(40）、部署名(40）、役職名（20）
ﾌﾘｶﾞﾅ（10）、名前（20）、郵便番号（8）
住所1（40）、住所2（40）、Fax 番号（40）、Tel 番号（40）
E-Mail アドレス（128）、略称名（20）、メモ欄(80）
前の登録内容を複写して一部変更可能
会社名、名前のフリガナ入力で自動的に分類して見やすい画面表示や
印刷が可能

検索機能

50 音索引
全項目
各項目別
グループ

あいうえお…ん、の見出しをクリック
「渋谷」で検索すると全項目の「渋谷」を検索
各項目を指定して検索
グループ名を選択して検索

文書の管理機能

文書箱管理
不達文書の処理
ごみ箱

見出し文の入力
作成資料

各文書箱単位に収納数および警告発信数が任意に設定可能
不達文書の再送信が可能
各文書箱から移動可能。指定制限数が超過したときに古い文書が自動
的に入る。ごみ箱の指定数超過は自動的に破棄される
各文書の見出し（30）の登録
文書、不達文書一覧表、送信済文書一覧表、ごみ文書一覧表

※（ ）内の数値は、制限文字数になります。
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電話帳の機能


	はじめに
	はじめに
	用語説明
	動作環境

	概　要
	第１章　『信乃助』の概要
	1.1　『信乃助』の概要
	1.2　『信乃助』の操作体系図
	1.3　『信乃助』の流れ図
	1.3.1　全体の流れ
	1.3.2　送受信の流れ


	第２章　『信乃助』の起動と終了
	2.1　『信乃助』の起動
	2.2　『信乃助』の終了
	2.3　ダイレクトF A X 結果通知受信部設定の起動
	2.4　ダイレクトF A X 結果通知受信部設定の終了


	操　作　編
	第１章　初期設定をしましょう
	1.1　送信設定をしましょう
	1.1.1　『信乃助』とネットワークF A X 機の概要
	1.1.2 『信乃助』とネットワークF A X 機の流れ図

	1.2　文書管理箱を設定しましょう
	1.3　ダイレクトF A X 結果通知受信部設定をしましょう

	第２章　FAX 送信を試しましょう
	2.1　簡易送信をしましょう
	2.1.1　送信状に必要事項を記入します
	2.1.2　メモ欄に送信文を記入します

	2.2　F A X の送信に使う文書箱のはたらきを知っておきましょう
	2.2.1　文書箱の種類と役割
	2.2.2　文書一覧の構成
	2.2.3　文書箱の操作一覧


	第３章　FAX 送信をしましょう
	3.1　F A X 送信の流れ
	3.2　F A X 送信の機能説明
	3.3　F A X 送信の方法
	3.3.1　送信状だけで送る（簡易送信)
	3.3.2　アプリケーションで作成した文書を送信する
	3.3.3　各文書箱から文書を送信する
	3.3.4　時間を指定して送る
	3.3.5　同じ文書を複数の送信先に送る（同報送信）

	3.4　F A X 送信結果の確認と再送信
	3.4.1　文書が正しく送信できたかを確認する
	3.4.2　不達文書を再送信する


	第４章　充実した電話帳機能を活用しましょう
	4.1　電話帳の構成
	4.2　電話帳の機能説明
	4.3　電話帳画面の名称・選択方法
	4.3.1　電話帳画面の名称
	4.3.2　データの選択方法

	4.4　送信先／発信元を切り替えます
	4.5　電話帳の登録、訂正、削除、複写
	4.5.1　電話帳へ登録します
	4.5.2　電話帳の訂正
	4.5.3　電話帳からの削除
	4.5.4　電話帳の複写

	4 . 6 　電話帳の検索ができます
	4.6.1　5 0 音別索引検索
	4.6.2　全項目検索
	4.6.3　項目別検索
	4.6.4　グループ検索
	4.6.5　検索ジャンプ

	4 . 7 　バックアップと最適化
	4.7.1　バックアップをしましょう
	4.7.2　電話帳のリストア（D B 取り込み）
	4.7.3　電話帳の修復をしましょう
	4.7.4　最適化しましょう
	4.7.5　電話帳のエクスポート（D B はきだし）


	第５章　文書の見出しと削除
	5.1　文書に見出しを付けましょう
	5.2　文書を削除しましょう
	5.2.1　文書を削除する
	5.2.2　文書をシュレッダにかける
	5.2.3　文書の一括削除（送済・不達）


	第６章　文書を表示しましょう
	6.1　文書表示の機能
	6.2　各種ボタンの機能
	6.3　文書を画面表示しましょう
	6.4　文書の指定ページを削除する


	付　録
	送信結果通知・反映機能
	「送信結果通知」対象データの作成について
	「送信結果通知」の通知の間隔について
	「送信結果通知」の流れ図
	「送信結果通知」を行ったデータに対するアイコン
	トラブルシューティング
	信乃助F a x 通信
	他のメールソフトとE - M a i l アドレスを共有でご利用時の動作

	プリンタドライバの制限
	W i n d o w s 2 0 0 0 でご使用の場合
	W i n d o w s X P でご使用の場合
	W i n d o w s V i s t a でご使用の場合
	W i n d o w s X P S P 2 ／ W i n d o w s V i s t a でご使用の場合
	W i n d o w s 2 0 0 0 / X P P r o f e s s i o n a l / V i s t a での起動時エラーについて
	エラー対処法について
	仕様一覧



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




